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教育専攻 3年生が、星海音楽学院では 2007年から音楽教育専攻 2年生が、副科として電子
オルガンを選択できるようになり、演奏中心ではあるが、1～2年間電子オルガンの学習が
可能となった。また、星海音楽学院のアート・マネジメント専攻では 2017年から電子オル
ガンを副科として開設している。更に同じ年、西安音楽学院と星海音楽学院の音楽教育専
攻の学生は、従来のピアノ、声楽に加えて電子オルガンも主専攻にすることができるよう
になった。このような変化は、この楽器が持つ多彩な用途が認識された証拠と言えよう。
電子オルガン奏者は、いかに幅広い勉強が出来ているかによって仕事の広がり方も違って
くる。編曲力と即興力を身に着け、この楽器を広く社会的に認知させていくことが今後の
課題となろう。
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Ⅱ．試問の結果の要旨
申請者、劉 泓萱は、令和２年２月６日に行われた公開試問において、資料に基づき論
文の要旨を簡潔に説明し、参加者からの質問に対して適切に応答した。質問は、中国の電
子オルガン教育の今後の課題に関するものがその中心であったが、論文での研究成果と自
身のオルガン教育のビジョンをふまえながら質問に対して適切に対応していた。
 公開試問に続いて最終試験が行われた。ここでは、まず博士演奏に関する試問がなされ
た。これに対して、演奏技術だけでなく、編曲や総合的な音楽的能力の必要性を説明し、
その重要性を述べた。さらに電子オルガンの独自性や電子オルガン奏者のあり方について
の質問に対しては、研究をふまえ自身の考え方を適切に説明した。
 論文に関する試問に対しては、中国における電子オルガン教育のあり方について説明が
なされた。とくに、演奏中心のこれまでの電子オルガン教育から、編曲、アンサンブルな
ど幅広い能力の育成を目指し、電子オルガン演奏に関する価値観の転換の重要性を示した。
また、当初の予定していたインタビュー調査等の調査が十分にできなかった点をはじめ、
論文についての課題意識も明確になっていることが説明された。
以上、博士演奏、博士論文に対する質疑を総合して、申請者の研究が中国における電子オ
ルガン演奏やその教育へ一定の示唆をもちうることを評価し、合格と判定した。 
